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道
道
士
幌
然
別
湖
線
（
以
下
、
同
線
と
略
す
）
の
建

設
に
つ
い
て
道
土
木
部
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
た

一
般
道
道
士
幌
然
別
湖
線
環
境
調
査
報
告
書
検
討
会
議

（
以
下
、
同
会
議
と
略
す
）
は
八
月
二
日
、
「
報
告
識

の
内
容
は
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
」
と
の
結
論
を
土
木

部
長
に
示
し
た
。

こ
の
あ
と
の
四
日
開
か
れ
た
北
海
道
自
然
保
謹
連
合

の
常
務
委
員
会
（
稲
田
、
小
山
、
前
田
、
武
田
、
丹
野
、

井
山
、
紺
谷
出
席
）
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
次
々
と
リ

ゾ
ー
ト
施
設
着
工
を
打
ち
出
す
横
路
知
事
の
寅
任
を
問

う
べ
き
だ
」
、
「
行
政
の
意
向
に
従
う
諮
問
機
関
の
委

員
の
責
任
も
大
き
い
」
と
の
意
見
が
噴
出
し
、
十
月
に

横
路
道
政
に
対
す
る
抗
議
集
会
を
開
く
方
針
を
決
め

た
。

以
下
、
報
告
課
の
内
容
と
同
会
議
の
検
討
結
果
を
簡

単
に
紹
介
し
、
続
い
て
審
議
会
な
ど
諮
問
機
関
を
利
用

し
て
反
国
民
的
自
然
改
造
に
乗
り
出
す
行
政
の
構
造
に

も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は
も
は
や
会
話
で
話

さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
公
然
化
し
て
戦
う
べ
き
時
期
に

到
達
し
て
い
る
。

検
討
会
議

同
会
議
は
道
土
木
部
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
一

九
八
八
年
二
月
二
日
、
発
足
し
た
。
道
の
内
部
規
定
で

各
部
ご
と
に
こ
の
よ
う
な
諮
問
機
関
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
次
の
七
人
で
あ
る
。
明
道
博

（
北
大
名
誉
教
授
）
、
鮫
島
惇
一
郎
（
自
然
環
境
研
究

室
主
宰
）
、
菅
原
昭
雄
（
北
大
工
学
部
教
授
）
、
辻
井
達

一
（
北
大
農
学
部
助
教
授
）
、
西
島
浩
（
帯
畜
大
名
誉
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Ｉ
Ｉ
Ｊ
厨
北
凱
圏
等
囲
思
想
』
力
胴
Ｅ
｜
望
ｑ
腰
副
剰
僅
薗
α
，
箔
附
求
求
也
粛
呂
型
ご
と
α
程
味
を
号
と
虻
個
閥
圏
に
品
Ｈ

当
誌
繊
蕊
躍
蕊
蕊
溌
蓬
蕊
蕊
雲

か
詳
非
茸
や
墨
怜
（
関
連
肥
事
館
２
社
会
面
に
）

妥

謹
砿
自
然
保
護
派
の
反
発
必
至

土
口
肌
凹
可

同
金
墨
の
答
申
は
表
土
彦
は
ら
に
、
自
然
最
殴
な
ど
に
つ
い
の
で
は
な
く
、
こ
こ
三
四
年
、
四
十
一
年
秘
工
の
同
練

書
難
戦
謹
雛
撫
織
艤
辮
総
騨
灘
螺
鰯

出
口
鰯
難
撫
蕊
溌
鱗
畷
蝋
鰄
鰄
鱗
瀞
鱒
戦
辮

嵯
星
貨
化
石
』
の
ナ
キ
ヮ
謹
宝
ま
寒
近
自
然
保
湿
連
負
稲
ふ
さ
わ
し
い
近
路
構
造
と
す
針
か
打
ち
出
し
迄

報
緬
雷
雲
滝
鎧
騒
騒
霊
蕊

息
画
境
か
猫
矛
僅
力
保
全
丁
る
コ
マ
ク
サ
の
自
生
埴
が
あ
る
』
理
す
る
韮
礎
資
料
と
す
る
た

査
；
…
』
＃
ゞ
噂
蝿
嘘
繍
灘
蕊
鐘

調ｒ議
申

〈
云討検

答

・
五
鰯
の
腕
装
迩
踊
と
取
る
．

四
十
一
年
濁
工
の
同
線

自
然
保
喪
団
俸
の
反
対
で
四
十
余
年
以
来
、
工
廟
を
中
断
し
て
い
た
大
霊
山
国
立
公
園
内
の
道
道
「
士
睨
・
然
別
湖
緑
」

（
十
厨
爾
内
士
暁
町
上
士
嘘
町
、
鹿
追
町
）
に
つ
い
て
麺
は
二
日
、
両
着
工
す
る
方
針
を
決
め
忘
遊
は
昨
年
、
自
然
麗

境
に
偲
慮
し
て
修
正
し
た
新
ル
ー
ト
か
艇
定
、
近
環
境
影
轡
騨
魎
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
条
例
に
醜
じ
て
手
続
き
を
進
め
て
い

た
が
、
斉
膝
・
通
土
木
観
長
の
私
的
鮪
燗
纏
閲
「
士
晩
・
然
別
湖
線
自
然
国
境
飼
充
鞭
琶
憲
倹
耐
金
銀
」
（
委
貝
畏
・
東
三

郎
北
大
屡
学
感
教
授
）
が
同
日
、
「
道
の
闘
荻
報
告
書
の
内
容
は
お
お
む
韓
蔓
ご
と
の
巷
申
を
ま
岸
蝿
同
藤
畏
に
提
出

し
た
．
再
識
工
は
爽
晦
融
就
な
ど
の
作
ま
だ
琴
上
〈
十
五
年
座
と
な
為
鼎
等
垂
県
貿
範
反
対
に
揺
れ
た
「
幻
の
近
近
』

は
土
金
｝
ぶ
り
に
測
輯
工
定
決
肴
，
梍
怜
し
か
蝿
自
然
保
痩
団
俸
の
反
発
は
依
然
甑
く
、
再
着
工
を
巡
っ
て
さ
ら
に
騎
級

逓
雛
ｖ
雷
鋒
捻
（
関
連
肥
事
館
２
社
会
面
に
）

検
討
の
対
象
と
な
っ
た
報
告
書
の
要
点
だ
け
を
み
る

と
事
業
の
目
的
（
第
一
章
第
二
節
）
で
は
、
同
道
は

「
十
勝
圏
の
中
心
都
市
で
あ
る
帯
広
市
か
ら
遠
く
離

れ
、
主
要
道
道
鹿
追
糠
平
線
し
か
連
結
道
路
を
も
た
な

い
然
別
湖
畔
に
と
っ
て
は
自
然
災
害
、
交
通
事
故
、
そ

の
他
緊
急
事
態
の
発
生
な
ど
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
る

代
替
ル
ー
ト
あ
る
い
は
迂
回
ル
ー
ト
と
し
て
重
要
な
役

割
を
も
つ
」
、
「
ま
た
本
路
線
は
東
大
雪
地
区
の
代
表

的
湖
沼
で
あ
る
然
別
湖
と
士
幌
町
方
面
を
結
ぶ
連
結
道

路
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
道
東
圏
の
主
要
観
光
地
で
あ
る

オ
ン
ネ
ネ
ー
や
阿
寒
湖
畔
と
の
相
互
間
連
結
道
路
と
し

て
重
要
な
役
割
を
も
つ
」
と
あ
る
。

自
然
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
予
測
（
第
四
章
第
二
節
）

で
は
１
地
形
・
地
質
の
改
変
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
２

植
物
の
（
１
）
稀
少
植
生
で
あ
る
岸
礫
地
の
地
放
顕
群

落
、
ハ
イ
マ
ッ
ー
コ
ヶ
モ
モ
群
落
に
つ
い
て
は
「
本
事

業
の
実
施
が
両
群
落
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
」
、
（
２
）

特
徴
的
植
生
で
あ
る
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
ー
鮮
類
群
落
、
ト

ド
マ
ッ
（
ダ
ヶ
カ
ン
バ
）
Ｉ
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
群
落
に

つ
い
て
は
「
両
群
落
に
及
ぼ
す
影
響
は
軽
微
」
、
（
３
）

（
他
の
）
植
生
の
消
失
に
つ
い
て
は
「
最
少
限
に
抑
え

教
授
）
、
東
三
郎
（
北
大
艇
学
部
教
授
）
、
藤
巻
裕
蔵

（
帯
畜
大
教
授
）
。
委
嘱
後
、
明
道
氏
が
委
員
長
に
選

ば
れ
た
が
、
の
ち
に
死
去
、
東
氏
が
委
員
長
と
な
っ
た
。

同
会
議
の
目
的
は
道
が
一
九
八
七
年
十
一
月
に
公
表

し
た
同
線
調
査
報
告
書
を
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
調

査
、
検
討
し
て
土
木
部
長
あ
て
意
見
を
の
べ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

報
告
害

は
四

十
七
隼
、
自
然
保
腹
団
体
な
ど

の
反
対
で
工
廟
を
中
断
○
最
近
、

十
勝
雷
内
士
幌
町
な
＆
が
「
リ

ゾ
ー
ト
開
発
」
夢
目
的
に
建
設

焚
艇
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
欄
路

知
事
が
昨
年
夏
、
再
着
工
の
方

針
藍
列
ち
出
，
据
怜

通
は
こ
れ
に
伴
睡
昨
年
七

月
、
ル
ー
ト
を
修
正
す
る
幕
員

新
し
い
駆
鉄
討
面
案
を
決
庵

ル
ー
ト
針
醐
そ
の
も
の
が
近
ア

セ
ス
メ
ン
ト
条
例
の
廊
行
（
五

十
四
年
）
前
に
政
府
の
聯
繋
誕

可
杉
偲
て
い
る
こ
と
か
ら
新
ル

八
解
脱
ｖ
道
の
近
近
士
暁
。
手
段
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
が
示
●
揮
牝
五
賭
し
合
い
は
か
象
合
わ
な
い

然
別
湖
錬
博
着
工
決
定
は
横
路
前
選
と
の
績
鱈
歪
剛
限
き
れ
垂
戟
騨
匿
杉
反
対
理
由
の
ま
ま
、
槙
路
知
事
が
詞
実
路

知
事
が
昨
年
海
月
の
定
例
近
巌
て
い
る
。
し
か
し
、
同
線
が
大
ひ
と
つ
と
し
て
き
た
自
然
保
獲
録
」
毒
貫
く
形
と
な
っ
た

会
で
「
地
元
住
民
や
自
然
係
痩
寵
山
国
立
公
団
の
公
園
計
繭
車
団
体
は
こ
の
政
府
見
解
後
も
自
然
保
慶
団
体
に
は
日
高
横

団
体
の
合
意
覆
碍
て
建
設
に
取
垣
と
し
ｒ
鰹
瞳
付
け
ら
れ
た
の
「
観
光
開
発
は
適
踏
造
成
か
ら
断
適
、
知
床
伐
採
に
暁
く
士
唖

り
組
み
た
い
』
・
然
別
湖
線
側

現
実
路
線
貫
い
た
知
事
讓
蕊

畠
噌
祇

勗
畠
をい

角
や
夕
受
岳
な
ど

開
発
優
先
危
ぶ
む
声
強
い
の
リ
ゾ
ー
ト
閲

国
立
公
園
内

で
の
近
路
逮
詮
発
の
動
き
に
測

透
鹿
は
四
十
八
年
、
当
時
の
林
は
四
十
年
。
政
府
は
昨
年
八
月
と
い
う
発
想
は
時
代
遅
れ
』
と
独
が
つ
く
恐
れ
が
あ
る
』
と
の

修
三
・
自
然
理
境
保
争
覇
紙
会
の
参
鴎
環
境
特
別
委
員
会
で
社
し
て
見
直
し
を
求
め
て
き
た
寵
が
強
く
、
再
溺
工
問
恩
が
今

（
画
境
庁
長
官
の
鰯
問
擾
関
）
会
党
の
丸
谷
金
侭
氏
（
通
選
挙
が
、
通
や
推
進
派
は
『
幽
元
の
俊
も
尾
か
瓠
く
の
は
必
至
と
な

岡
然
公
園
部
会
長
に
よ
る
鼠
区
）
の
質
問
に
『
林
凝
話
は
談
壽
所
長
が
鼎
期
実
理
参
鍵
製
し
っ
た
“

則
と
し
て
公
園
利
踊
羅
流
蕗
発
表
以
削
の
認
可
迩
胞
に
は
て
い
る
。
通
路
は
地
域
活
性
化
言
田
浩
正
配
者
）

社
会
的
観
点
か
ら
他
に
代
わ
る
週
附
さ
れ
な
い
」
と
の
見
解
を
の
か
な
め
ど
辱
會
と
王
唾
し

－
卜
は
同
条
例
の
適
用
外
と
な

っ
た
が
、
週
は
閥
寂
州
雷
蜜
の

作
瞬
、
縦
覧
斑
境
彫
審
評
価

帝
鍍
金
に
代
わ
る
検
附
会
錘
の

碓
吐
届
く
同
条
例
か
館
朋
し

た
手
暁
き
登
逆
め
て
い
た
．

通
は
九
月
末
ま
で
に
こ
う
し

癖

た
手
焼
き
を
終
孟
た
瞳
、
六
十

四
年
鹿
は
砿
ぬ
て
新
ル
ー
ト
の

動
峨
物
胸
査
な
″
矛
奨
施
。
こ

の
結
県
な
ど
か
ら
爽
鹿
設
計
壁

慈
蒸
六
十
五
年
塵
を
め
農
に

両
着
工
す
る
予
定
○
供
用
側
蛾

は
そ
の
瓦
大
牢
先
で
、
工
費
は

ま
宝
倣
な
る
技
術
的
な
横
尉

だ
け
で
紹
摘
を
出
し
た
の
は
鮪

御
で
き
な
い
．
ナ
キ
ウ
サ
ギ
な

ど
、
貴
亜
な
勘
随
物
へ
の
影
轡

か
懸
念
し
て
い
る
。

最
良
の
工
法
で
飼
和

斎
藤
省
吾
通
土
木
記
長
の
鱈

過
去
の
反
対
の
凝
鏑
か
ら
剛

署
工
に
は
靭
陛
の
翻
解
が
必
要

ど
番
蒸
逝
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条

例
の
醗
旨
に
沿
っ
た
手
瞬
き
を

進
め
て
き
た
●
最
良
の
工
法
で
、

自
然
現
境
と
掴
和
の
と
れ
た
通

づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
。
自
然
係
度
団
体
と
は
今
俊

の
調
壷
鮪
染
も
明
ら
か
に
す
る

な
ど
、
協
騒
を
晩
け
る
。

邇
逝
蹄
か
趣
鼓
す
る
の
か
と
い

う
桜
本
の
摘
識
が
な
壱
れ
な
い

型
一
千
但
鯛
と
春
○
見
込
み
．

動
植
物
へ
の
影
審
懸
念

八
木
健
三
通
自
然
保
塵
鱈
会

長
の
屋
国
立
公
園
の
中
で
な

士幌高原道路起点，後方は十勝平野

－3－ －2－



÷

検
討
の
結
果

こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
を
求
め
ら
れ
た

同
会
議
は
七
回
に
わ
た
っ
て
会
議
を
開
き
現
地
調
査
を

一
回
行
っ
た
結
果
、
「
報
告
書
の
内
容
は
お
お
む
ね
妥

当
で
あ
り
、
特
に
意
見
を
述
べ
る
べ
き
事
項
は
な
い
と

の
結
論
に
至
り
ま
し
た
」
八
月
二
日
、
道
土
木
部
長
に

回
答
し
た
。
そ
し
て
参
考
と
し
て
植
生
の
復
元
状
況
、

道
路
の
建
設
と
車
両
の
通
行
に
伴
う
ナ
キ
ウ
サ
ギ
へ
の

影
響
、
け
も
の
道
の
把
握
、
駒
止
湖
の
水
位
観
測
を
提

言
し
て
い
る
。

道
土
木
部
は
同
会
議
に
報
告
書
の
内
容
だ
け
に
限
っ

て
検
討
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
た
の
に
ち
が
い
な
い

が
、
そ
の
意
に
添
っ
て
委
員
も
「
対
象
地
は
国
立
公
園

の
貴
重
動
植
物
帯
で
あ
る
。
し
か
も
士
幌
町
と
然
別
湖

の
間
に
は
す
で
に
道
道
が
あ
り
予
定
線
と
の
差
は
一
○

欲
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
道
路
を
通
す

理
由
は
な
い
」
と
す
る
自
然
保
護
団
体
の
示
し
た
岐
大

の
反
対
根
拠
に
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。

道
路
が
完
成
し
て
車
が
通
り
は
じ
め
る
と
周
辺
に
排

気
ガ
ス
、
粉
じ
ん
が
拡
散
し
、
ま
た
車
か
ら
人
が
降
り

ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

３
動
物
に
つ
い
て
も
（
１
）
天
然
記
念
物
指
定
種
の

ク
マ
ゲ
ラ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ

の
三
種
に
つ
い
て
「
影
響
は
特
に
な
い
」
、
（
２
）
ナ

キ
ウ
サ
ギ
に
つ
い
て
は
ト
ン
ネ
ル
エ
採
用
で
「
生
息
地

は
お
お
む
ね
保
全
さ
れ
る
」
、
（
３
）
森
林
性
動
物
の

生
息
環
境
に
つ
い
て
は
「
影
響
は
少
な
い
」
（
以
上
の

す
べ
て
の
判
断
に
”
も
の
と
考
え
ら
れ
る
州
と
付
さ
れ

て
い
る
）
と
し
て
い
る
。

一一－－■－－－－－画－－‐一
推衝

‐

4御

ｑ
、

諮
問
機
関
な
る
も
の

道
な
ど
行
政
当
局
が
審
議
会
や
各
種
会
議
な
ど
の
諮

問
機
関
を
作
っ
て
、
当
局
が
思
う
通
り
の
答
申
な
り
回

答
を
出
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方
は
、
こ
の
例
ば
か
り
で

な
く
非
常
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。

小
学
校
で
も
教
え
る
よ
う
に
近
代
国
家
の
建
前
は
立

法
、
行
政
、
司
法
の
三
権
分
立
で
あ
る
。
立
法
は
国
民

の
代
表
で
あ
る
議
員
が
議
会
で
法
の
制
定
を
は
じ
め
統

治
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
亜
要
事
を
決
し
、
行
政
が
こ

れ
を
忠
実
に
実
行
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
絶
対
君
主

制
を
廃
し
、
民
主
主
義
を
制
度
的
に
確
立
す
る
た
め
に

生
ま
れ
た
。

し
か
し
根
幹
た
る
べ
き
議
会
の
役
割
は
次
第
に
低
下

し
、
行
政
が
最
高
の
力
と
な
っ
て
き
た
。
民
主
主
義
の

発
達
が
お
く
れ
、
戦
勝
国
か
ら
そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
よ

う
な
日
本
で
は
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
議
会

た
り
物
体
を
投
げ
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
が
、
報
告
書

は
全
く
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
知
床
横
断

道
な
ど
既
存
の
山
岳
道
路
か
ら
そ
の
影
響
は
十
分
に
予

測
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
検
討
会
議
も
そ

の
不
備
に
つ
い
て
全
く
指
摘
し
て
い
な
い
。
国
立
公
園

に
道
路
を
通
す
と
い
う
本
質
的
問
題
を
さ
け
た
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

同
会
議
は
し
き
り
に
道
路
建
設
所
に
各
種
調
査
を
行

う
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
が
、
問
題
に
決
着
が
つ
い
た

あ
と
に
調
査
し
て
も
、
そ
れ
は
無
意
味
に
近
い
。
し
か

し
調
査
に
よ
っ
て
益
を
得
る
「
専
門
家
」
も
い
る
の
で

は
な
い
か
○
な
に
し
ろ
北
海
道
で
調
査
を
発
注
で
き
る

の
は
行
政
し
か
な
い
の
だ
か
ら
。

、
！
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道路起点より東ヌプカウシヌブリ(1 ,252m)

申
結
果
に
対
し
て
一
定
の
方
向
を
出
さ
な
い
場
合
も
あ

る
。
そ
の
場
合
で
す
ら
委
員
長
が
し
き
り
に
「
事
務
局
、

事
務
局
」
と
呼
び
な
が
ら
方
向
を
与
え
る
こ
と
を
求
め

る
情
景
を
筆
者
が
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
と
き
目
に
し

た
。
こ
の
よ
っ
な
諮
問
機
関
が
専
門
的
立
場
を
代
表
す
る

と
さ
れ
る
こ
と
自
体
を
問
題
と
し
な
こ
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
代
わ
っ
て
行
政
が
任
意
に
委
員
を
委
嘱
で
き
る
審
議

会
な
ど
の
諮
問
機
関
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
ま
れ
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
諮
問
機
関
の
力
は

そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
。
法
的
に
は
国
家
行
政

組
織
法
第
八
条
、
地
方
自
治
法
第
一
三
八
条
に
そ
れ
ら

を
「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

道
を
例
に
と
れ
ば
、
知
事
ま
た
は
各
部
長
は
各
方
面

の
意
見
を
聞
き
、
行
政
の
公
平
を
期
す
た
め
に
諮
問
機

関
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
は
あ
く
ま
で
も
行
政
の
「
参
考
に
す
る
」
だ
け
で

あ
っ
て
、
法
的
規
制
力
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
実
際
に
は
、
行
政
は
諮
問
機
関
を
そ
の
実
力

以
上
に
利
用
す
る
。
委
員
に
誰
を
委
嘱
す
る
か
は
全
く

行
政
の
自
由
で
あ
る
た
め
、
行
政
の
意
向
に
添
う
こ
と

が
確
実
な
人
物
を
委
嘱
す
る
。
同
一
人
物
が
数
種
類
の

諮
問
機
関
に
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
専
門
家

の
体
を
な
し
、
し
か
も
行
政
の
意
向
に
添
う
と
い
う
人

物
は
数
少
な
い
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

委
嘱
し
た
人
物
が
行
政
の
意
向
に
添
わ
な
い
こ
と
が

わ
か
れ
ば
た
だ
ち
に
解
任
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
北
海
道

自
然
保
護
協
会
常
任
理
事
の
中
野
徹
三
氏
は
道
自
然
環

境
保
全
審
議
会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
が
、
知
床
国
有
林

を
道
と
し
て
も
保
全
す
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
し
た
た

め
一
期
二
年
で
解
任
さ
れ
た
事
情
を
伝
え
て
い
る
（
一

九
八
八
年
六
月
二
十
四
日
付
け
北
海
道
新
聞
夕
刊
）
し
、

建
設
家
で
あ
る
私
の
知
人
は
単
に
合
理
的
な
意
見
を
述

べ
た
だ
け
で
道
の
審
議
会
委
員
解
任
の
辞
令
を
四
回
受

け
た
と
い
う
。

状
況
が
こ
う
で
あ
る
か
ら
委
員
が
行
政
の
意
向
に
添

っ
た
答
申
を
出
す
の
は
当
然
で
あ
る
。
行
政
当
局
が
答

こ
れ
か
ら
の
自
然
保
護
運
動

し
た
が
っ
て
人
間
と
自
然
の
調
和
を
求
め
る
わ
れ
わ

れ
市
民
が
と
る
べ
き
方
向
は
行
政
当
局
と
の
決
然
た
る

交
渉
で
あ
る
。
議
会
は
制
度
上
、
国
民
の
最
高
の
意
志

決
定
機
関
な
の
で
あ
る
が
先
述
し
た
よ
う
に
そ
の
力
は

弱
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
陳
情
や
請
願
を
行
う
の

が
も
っ
と
も
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
が
、
議
会
は
議
員

個
人
の
判
断
で
は
な
く
、
政
党
の
判
断
で
動
く
の
で
あ
一

り
、
政
党
は
そ
の
支
持
団
体
の
意
向
で
動
く
の
で
あ
る
。
藷

市
民
の
側
に
立
た
な
い
政
党
議
員
が
過
半
数
を
占
め
る

場
合
の
結
果
は
目
に
承
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
住
民
監
査
請
求
や
首
長
の
リ
コ
ー
ル
、

訴
訟
な
ど
各
種
の
法
的
手
段
を
多
用
し
直
接
に
行
政
当

局
と
交
渉
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
審
議
会
な

ど
の
諮
問
機
関
は
単
に
行
政
当
局
が
利
用
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
今
回
の
検
討
会
議
の
結
論
に
し
て
も
道
土

木
部
長
が
単
に
参
考
に
す
べ
き
事
柄
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
り
、
あ
の
道
路
そ
の
も
の
の
無
用
性
に
対
す
る
わ
れ

わ
れ
の
見
解
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
え
な

い
。
後
世
は
、
わ
れ
わ
れ
の
見
解
と
自
然
を
守
る
運
動

を
正
し
か
っ
た
と
判
断
す
る
と
思
う
。

（
こ
ん
や
と
も
あ
き
・
北
海
道
自
然
保
護
協
会
常
任

理
事
）

ー
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○
報
告
書
の
一
人
歩
き

最
近
の
開
発
行
為
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
事
前
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
着
手
す
る
手
順
が

と
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
事
態
は
結
好
な
こ
と
で
あ
り
、
否
定
す
る

も
の
で
な
い
が
、
調
査
の
内
容
や
方
法
、
結
果
の
扱
い

方
、
特
に
調
査
担
当
専
門
家
の
取
り
組
み
に
多
く
の
疑

問
を
感
じ
、
す
ん
な
り
と
納
得
出
来
な
い
。

専
門
に
固
執
し
た
立
派
な
調
査
結
果
が
、
依
頼
主
の

も
と
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
、
確
か
め
て

お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

依
頼
主
や
あ
る
開
発
側
で
は
、
専
門
分
野
の
権
威
あ

る
学
者
先
生
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
さ
え
あ

れ
ば
総
て
に
通
じ
る
、
と
、
地
域
住
民
や
心
あ
る
市
民

の
声
も
単
な
る
雑
音
と
聞
き
捨
て
、
大
威
張
り
で
強
引

に
開
発
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
多
く
の
事
例
を
。

○
専
門
家
・
学
者
を
尋
ね
て

私
共
の
野
幌
森
林
公
園
を
守
る
会
は
、
石
狩
平
野
に

僅
か
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
平
地
自
然
林
を
大
切
に
守
り

育
て
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
運
動
を
し
て
い
る
。

北
海
道
も
同
様
の
趣
旨
で
、
昭
和
四
十
三
年
に
道
立

自
然
公
園
に
指
定
し
た
。

完成しつつある巨大な橋梁（7月11日）

と
こ
ろ
が
、
公
園
内
の
自
然
林
は
営
林
署
に
よ
り
毎

年
計
画
的
な
伐
採
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
伐
採
跡
に
植

樹
し
、
徐
々
に
人
工
林
に
作
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
、
や
が
て
野
幌
の
自
然
林
は
す

っ
か
り
消
え
て
、
人
工
林
ば
か
り
と
な
る
危
機
を
感
じ
、

な
ん
と
か
、
今
残
さ
れ
て
い
る
自
然
林
部
分
の
大
径
木

伐
採
ス
ト
ッ
プ
の
方
法
は
な
い
も
の
か
、
自
然
公
園
の

中
に
自
然
林
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
頭
を
低

く
し
て
林
業
専
門
家
・
林
学
者
を
尋
ね
歩
い
た
こ
と
が

あ
る
。

○
木
を
見
て
自
然
林
を
忘
れ
る

林
業
専
門
家
も
林
学
者
も
私
共
の
話
し
に
耳
を
か
し

て
下
さ
ら
な
か
っ
た
。

山
に
は
木
が
生
え
て
い
る
が
、
そ
の
太
い
大
き
な
木

は
切
っ
て
、
人
間
に
役
立
て
る
事
が
一
番
大
事
な
利
用

で
あ
り
、
役
立
つ
木
を
継
続
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

成
長
の
止
っ
た
大
き
な
木
や
、
価
値
の
少
な
い
木
は
当

然
切
る
べ
き
で
あ
り
、
切
っ
た
跡
に
、
丈
夫
で
早
く
大

き
く
な
り
、
経
済
価
値
の
高
い
木
を
よ
り
多
く
植
え
る

事
が
望
ま
し
く
、
山
林
の
値
打
ち
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
Ｏ

野
幌
の
場
合
は
、
自
然
林
内
の
大
径
木
を
伐
採
し
て
、

日
本
の
自
然
保
護
運
動
に
お
い
て
山
岳
道
路
問
題
は

つ
ね
に
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
す
ぐ
れ
た
自
然

が
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
北
海
道
で
は
、
現
在
も
山
岳

道
路
問
題
が
ホ
ッ
ト
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道

に
は
計
画
が
凍
結
と
な
っ
た
大
雪
縦
断
道
と
開
通
し
た

知
床
横
断
道
、
そ
し
て
日
高
中
央
横
断
道
（
道
道
静
内

ｌ
中
札
内
線
）
が
あ
る
。
大
雪
縦
貫
道
が
凍
結
と
な
っ

た
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
、
そ
れ
ま
で
開
発
側
が
主
張

し
て
き
た
「
産
業
道
路
」
が
実
は
観
光
目
的
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
産
業
道
路
と

し
て
建
設
さ
れ
た
知
床
横
断
道
路
は
開
通
時
か
ら
マ
イ

カ
ー
そ
し
て
大
型
？
ハ
ス
が
訪
れ
、
現
在
知
床
峠
で
は
駐

車
場
は
広
げ
ら
れ
、
展
望
台
や
常
設
ト
イ
レ
が
作
ら
れ

る
始
末
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
高
中
央
横
断
道
路
も
産

業
道
路
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
「
産
業
」

と
は
観
光
を
含
ま
な
い
こ
と
が
建
前
と
な
っ
て
い
る

が
、
知
床
横
断
道
路
路
同
様
、
本
音
が
観
光
中
心
で
あ

る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
。
横
断
道
開
発
の
意
義

と
し
て
北
海
道
開
発
局
が
あ
げ
て
い
る
諸
点
に
関
し
て

蕊 針
葉
樹
を
植
林
す
る
こ
と
が
、
森
林
の
価
値
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
。
自
然
林
部
分
を
残
し
た
い
な
ど
時
代
錯

誤
も
は
な
は
だ
し
い
、
と
言
っ
た
態
度
な
の
で
す
。

野
幌
森
林
公
園
内
に
僅
か
に
残
さ
れ
た
自
然
林
も
単

に
木
材
供
給
源
の
一
地
域
と
し
か
見
る
こ
と
が
出
来

ず
、
自
然
林
が
人
間
に
与
え
る
多
様
な
影
響
力
（
価
値
）

を
認
め
る
と
し
な
い
の
で
す
。

○
肩
書
き
と
名
前
だ
け
が
歩
き
だ
す

そ
ん
な
事
が
あ
っ
て
か
ら
私
共
は
、
専
門
家
・
学
者

か
ら
聞
け
る
事
は
何
な
の
か
を
知
り
、
開
発
側
の
事
前

調
査
に
果
た
し
て
い
る
学
者
先
生
方
の
役
割
に
あ
ら
た

め
て
、
大
き
な
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
が
い
か
に
優
れ
た
調
査
結
果
を
報
告
さ
れ
て

も
、
依
頼
者
の
側
で
は
、
数
多
い
調
査
項
目
の
一
部
で

あ
り
、
報
告
書
の
厚
み
を
増
し
、
権
威
づ
け
て
く
れ
た

程
度
で
、
内
容
よ
り
も
何
よ
り
も
欲
し
か
っ
た
の
は
、

先
生
方
の
立
派
な
肩
書
き
の
あ
る
お
名
前
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
立
派
な
先
生
方
に
調
査
い
た
だ
い
た
こ

と
を
も
と
に
、
慎
重
に
開
発
を
進
め
る
の
で
、
心
配
す

る
事
は
何
も
な
い
。

し
ろ
う
と
の
集
団
が
、
わ
か
り
も
し
な
い
で
、
と
や

か
く
言
う
の
は
困
る
、
と
ひ
ら
き
な
お
り
、
報
告
内
容

か
ら
離
れ
て
、
先
生
方
の
肩
書
き
と
お
名
前
だ
け
が
と

び
歩
い
て
い
る
の
で
す
。

開
発
に
か
か
わ
る
事
前
調
査
に
は
、
報
告
以
後
も
見

守
り
続
け
る
責
任
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思

う
も
の
で
す
。

（
や
な
ぎ
さ
わ
の
ぶ
お
野
幌
森
林
公
園
を
守
る
会
事

務
局
長
）

も
、
釧
路
ｌ
苫
小
牧
を
結
ぶ
短
絡
ル
ー
ト
と
は
な
ら
な

い
等
、
矛
盾
点
や
暖
昧
な
点
が
多
い
。

知
床
横
断
道
路
は
開
通
ま
で
に
十
八
年
か
か
っ
て
い

る
。
一
九
八
四
年
に
着
工
さ
れ
た
日
高
横
断
道
路
が
開

通
す
る
の
は
い
つ
の
こ
と
か
分
ら
な
い
が
、
私
達
は
そ

れ
が
産
業
道
路
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

知
床
の
場
合
と
異
な
り
、
日
高
の
地
形
は
急
傾
斜
地

が
多
く
、
ま
た
地
質
的
に
も
ろ
い
た
め
難
工
事
が
予
想

さ
れ
る
。
北
海
道
自
然
保
護
連
合
が
中
心
に
な
っ
て
行

っ
て
き
た
予
定
路
線
調
査
の
目
的
の
一
つ
は
、
工
事
現

場
に
お
け
る
自
然
破
壊
を
監
視
す
る
こ
と
に
あ
る
。
日

高
地
域
は
雨
が
多
い
地
域
で
も
あ
り
、
崩
壊
を
起
こ
し

易
い
。日

高
中
央
横
断
道
路
に
関
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て
な

ら
な
い
こ
と
は
道
路
認
定
さ
れ
る
所
に
、
環
境
影
響
評

価
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
地
形
・
地
質
・
土
壌
・

水
質
・
動
植
物
・
自
然
景
観
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ

れ
、
ぶ
厚
い
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

蕊
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今年も一般参加者を対象に行われた

日高自然セミナー。（8月5日）本末転倒のカンバン

評
価
内
容
は
保
全
対
策
を
講
ず
る
か
ら
環
境
保
全
目
標

Ｏ》
唯
錐
嶬
遅
諏
幅
恥
や
垂
轌
唯
喝
鈴
輻
諦
誰
罹
睡
準
郵
蓉

罫
と
、
無
責
任
き
わ
ま
る
作
文
な
の
だ
っ
た
。

砂
検
討
会
議
で
多
く
の
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か

註
わ
ら
ず
、
一
部
内
容
の
修
正
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
計
画

華
伺
路
線
は
北
海
道
議
会
で
道
道
認
定
さ
れ
た
。
私
達
は

銅
御
詮
紳
癖
奄
孕
顕
峨
諏
燕
璋
峠
軌
砥
詰
詮
椛
帥
推
坤
悟
池

道
く
林
ぱ
な
ら
な
い
。

今
年
度
の
予
定
路
線
調
査
は
七
月
十
一
日
静
内
側
に

つ
い
て
の
み
行
わ
れ
た
。
参
加
人
数
は
四
名
と
少
な
か

っ
た
が
、
コ
イ
ポ
ワ
峠
よ
り
奥
へ
向
う
林
道
は
落
石
の

れ
た
め
不
通
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
コ
イ
ポ
ク
峠
～
高
見

齢
ダ
ム
サ
イ
ト
間
を
ゆ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

再
東
の
沢
ダ
ム
（
一
九
八
七
年
二
月
竣
工
）
の
あ
る
．

説
イ
ヵ
ク
シ
ュ
シ
ビ
チ
ャ
リ
川
と
静
内
川
と
の
分
岐
地
点

ら
で
は
、
巨
大
な
橋
梁
が
完
成
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら

坤
対
岸
の
山
肌
を
え
ぐ
っ
て
道
路
は
伸
び
て
ゆ
く
。
日
高

か
横
断
道
路
が
論
争
の
的
と
な
っ
て
い
た
頃
、
日
高
に
は

酌
既
設
林
道
が
あ
り
、
そ
れ
が
公
道
化
す
る
に
す
ぎ
な
い

《
恥
奉
唖
中
恥
唖
錦
恥
嘩
諏
泳
韮
桂
率
壁
鏥
礎
勢
澤
蔀
嘩
華

の
く
し
。
高
見
ダ
ム
サ
イ
ト
か
ら
ト
ン
ネ
ル
予
定
地
（
標
高
五

唾
唾
四
○
脳
地
点
）
を
経
て
コ
イ
ポ
ク
峠
に
至
る
約
四
○
嵌

繰
て
脳
の
間
に
、
、
崩
壊
斜
面
の
長
さ
が
一
○
脳
以
上
に
及
ぶ

大
崩
壊
地
が
三
○
カ
所
以
上
確
認
さ
れ
た
毛
こ
れ
ら
は

ほ
と
ん
ど
が
一
九
八
三
年
に
行
わ
れ
た
調
査
の
時
以
来

そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
土
砂
を
落
と
し
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
法
面
緑
化
が
成
功
し
、
植
生
が
安

定
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

今
年
は
雨
が
多
か
っ
た
の
か
、
静
内
川
に
大
規
模
に
土

砂
を
流
出
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
予

定
地
の
林
道
カ
ー
ブ
の
上
に
あ
る
崩
壊
地
は
、
繰
り
返

し
の
法
面
補
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
崩
れ
て
い
た
。

新
た
に
開
削
す
る
場
合
、
ま
た
総
延
長
六
○
一
五
脳
に

及
ぶ
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
際
、
日
高
の
山
肌
と
静
内
川
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
危
倶
を
抱
か
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

計
画
路
線
が
道
道
認
定
さ
れ
た
一
九
八
○
年
の
翌
年

に
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
国

立
公
園
は
面
積
が
国
定
公
園
中
最
大
で
、
特
別
保
護
地

区
の
面
積
も
最
大
で
あ
る
。

原
始
性
が
そ
の
命
と
さ
れ
る
日
高
地
域
、
そ
こ
に
と

う
と
う
大
規
模
な
道
路
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八
四
年
に
着
工
さ
れ
た
日
高
中
央
横
断
道
路
は
総

延
長
七
五
嵌
胴
で
、
工
事
費
は
開
発
道
路
指
定
区
間

（
一
西
・
五
嵌
勝
）
だ
け
で
二
五
四
億
円
、
全
体
で
二

九
六
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
南
ア
ス
ー
・
ハ
ー
林
道

（
総
延
長
五
七
・
三
嵌
脳
）
は
四
九
億
円
、
白
山
ス
ー

．
〈
－
林
道
（
三
三
・
三
嵌
勝
）
は
七
九
億
一
○
○
○
万

円
、
知
床
横
断
道
路
（
二
七
・
三
該
脳
）
は
開
通
ま
で

に
八
八
億
円
か
か
っ
て
い
る
。
巨
費
を
投
じ
て
作
ら
れ

る
横
断
道
路
、
そ
し
て
将
来
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
ク
ル
マ

と
人
、
そ
れ
ら
は
日
高
地
域
に
何
を
も
た
ら
す
で
あ
る

込
○

う
力（

こ
ぱ
や
し
さ
と
し
．
北
海
道
大
学
環
境
科
学
研
究

科
）

雪
山塁

キャンピング

カヌー

アウトドア用品

秀岳荘曲り産当熊堂9曲り
営業時間/AM10:00～PM7:00定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目壷（011)726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号壷（0166)23-3416

（専用駐車場完備） 道路建設と同時に国有林の伐採も進んでいるo
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垂
札
幌
の
真
駒
内
に
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
の
銅
像
が
の
森
の
奥
で
、
ひ
そ
や
か
に
土
着
の
オ
オ
カ
ミ
と
し
如

恥
立
っ
て
い
る
。
彼
は
開
拓
時
代
に
、
は
る
ば
る
指
導
て
成
長
。
や
が
て
ひ
と
群
れ
の
オ
オ
カ
ミ
た
ち
が
わ
《

岬
し
に
や
っ
て
来
た
有
名
な
人
物
で
あ
る
が
、
実
は
彼
れ
わ
れ
の
前
に
姿
を
現
わ
し
た
ｌ
と
い
う
よ
う
》
今

一
は
エ
ゾ
オ
オ
ヵ
ミ
を
絶
滅
さ
せ
た
人
で
も
あ
る
。
ス
な
。

叩
ト
リ
キ
ニ
１
不
と
い
う
毒
薬
を
母
国
か
ら
仕
入
れ
、
ニ
ソ
オ
オ
カ
ミ
、
二
ホ
ン
、
オ
オ
カ
ミ
は
絶
滅
し
た
一

一
オ
オ
カ
ミ
退
治
を
お
こ
な
っ
た
。
か
つ
て
道
内
に
多
が
、
世
界
に
ま
だ
「
大
神
」
は
生
き
て
い
る
。
シ
。
へ
劃

恥
数
生
息
し
て
い
た
エ
ゾ
シ
カ
が
、
当
時
乱
狸
な
ど
で
リ
ァ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど
、
一
部
地
域
に
す
椎

喉
激
減
し
、
そ
の
た
め
シ
カ
に
頼
っ
て
い
た
オ
オ
カ
ミ
ぎ
な
い
け
れ
ど
、
確
実
に
生
息
し
て
い
る
。
』

一
が
人
里
に
下
り
て
き
て
、
家
畜
を
襲
っ
た
。
飢
え
た
私
は
こ
の
稿
「
北
の
仲
間
た
ち
」
で
是
非
オ
ォ
ヵ
叩

叫
オ
オ
カ
ミ
た
ち
は
毒
餌
を
た
べ
、
牧
場
の
周
辺
に
は
ミ
を
出
し
た
か
っ
た
ｏ
彼
ら
を
「
仲
間
た
ち
」
か
ら
《

■

Ｆ
オ
オ
カ
ミ
は
も
ち
ろ
ん
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
の
死
体
が
冷
た
く
除
名
す
る
気
に
は
な
れ
な
い
。
こ
の
思
い
が
研

一
い
く
つ
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

あ
る
の
は
私
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

岬
オ
，
オ
カ
ミ
と
い
う
名
は
大
神
か
ら
き
て
お
り
融
日

（
文
・
平
井
百
合
子
、
絵
・
三
浦
さ
ち
子
）
。

－
本
で
は
そ
れ
ま
で
大
事
に
さ
れ
て
い
た
動
物
で
あ

ロ

切
・
三
三
壱
１
日
言
。
ロ
二
・
。
一
日
■
三
二
】
言
－
１
勺
呂
呈
一
言
・
ｌ
ｇ
ｇ
ｏ
ｏ
吉
。
９
８
口
一
二
呈
言
●
Ｉ
■
三
一
９
８
■
一
言
三
一
言
７
９
“
一
三
二
一
ｇ
１
０
ｇ
ｏ
ｐ
二
一
。
。
Ｂ
■
一
三
三
言
Ｉ
？
．
。
三
言
。
１
ｓ
ｇ
ｏ
二
－
．
．
．
１
■
一
昌
署
言
Ｉ
Ｆ
一
三
言
。
日
毎
言
三
一
ｇ
ｏ
■
二
一
三
言
ｉ
Ｐ

＃
四
の
自
然
の
中
に
わ
ず
か
で
も
オ
オ
カ
ミ
が
カ
ム
・
ハ
ッ
ト

ゥ

ｊ
胤
門
！
酌

一
世
紀
を
経
て
、
日
本
は
少
し
は
、
自
然
の
み
な
州

卵
④
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ

守

ら
ず
人
間
自
身
の
喪
失
に
気
づ
い
て
き
た
が
、
し
か
卜

『

し
依
然
と
し
て
、
流
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
の
は
ど
う
酎

融
。

Ｐ一

い
う
わ
け
か
。
も
し
も
今
奇
跡
が
起
き
て
、
北
海
道
岬

－摩ⅧI加ﾛ0百口QI加0－今0”008伽■ーp0Gpo叩･･~回OU08Il卵白一宇

卿

勺
一
二
三
盲
１
０
言
。
。
号
呂
一
■
■
回
三
三
胃
Ｉ
。
…
呈
言
毎
口
。
ロ
ロ
胃
・
・
写
。
ｉ
■
回
二
二
三
言
Ｉ
ｖ
二
三
言
■
■
、
二
口
三
言
７
口
昌
嘩
呈
胄
■
■
口
■
｜
胃
。
。
言
令
・
ロ
ロ
。
■
三
三
言
言
■
口
●
…
・
皇
君
。
。
■
当
冒
…
弓
。
。
■
■
■
冒
言
署
冒
Ｉ
■
易
昌
冒
■
■
■
吾
『
三
号
・
Ｄ
０
９
ｇ
目
三
島

』
叩
る
。
野
生
助
吻
と
共
存
す
る
日
本
人
の
精
神
士
唆
は
、
恥

加０

１

１１

る
。
野
生
動
物
と
共
存
す
る
日
本
人
の
精
神
土
壊
は
、
副

出文書連△、提ロ

1988年7月14日

環境庁長官堀内俊夫殿

北海道知那横路孝弘殿

北海道自然保護連合

代表稲田孝治

然別湖の自然を考える会

代表崎野隆一郎

道道士幌・然別湖線建設計画ほか

についての要請と公開の質問

時Fますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて，自然保謹上の問題から昭和47年以降16年間にわ

たって~[二'l『が中止され，現在その工事再開の可否が問題

となっている「遊遊士幌．然別湖線」につきましては，

すでに何I｡lかその|淵題を指摘し，私たちの意見を申し述
べてきたところでありますが，この度従来の調査結果の

不伽を示す砿要な珈突が明らかになったこと，さらにこ

れまでの私たちの申し入れにたいしいまだに明確なご回

答を頂いていないこと，にもとづき，ここに重大な決意
をもって，次の要諦と質問を行いますので，誠意あるご

対処の段を，お願いいたします（あわせて，他のいくつ

かの点についてもご質問いたします)｡

’ 本年7月4I:I ,本道路の予定路線上に， コマクサ

の小群落が発見されました。これは，昨年末に公表した

「一般道遊士幌然別湖自然環境調査報告書」（昭和62年

’1月）には全く記戦されていない新事実です。

コマクサ予定路線周辺に自生していることは，私たち

が昨年以来指摘してきたことですが，今回発見された場

所は櫟高820m付･近であり，環境庁が行った第2回自然

環境保全韮礎調査中の特定植物群落調査報告書「日本の

砿要な植物群落」（北海道版）に記戦されている地点

（東ヌプカウシ山の標高1000～1200m付近）よりも遙か

に低く’我国における股低標高の自生地に当たることに，

特にご留意頂きたいと思います。

コマクサは，自然公園法第17条第3項第8号により，

国立公園の特別地域内においては環境庁長官の許可なし

には採取が禁止されている稀少かつ貴重な高山植物であ
り，高山植物の分布域の移動を考えます上でも学術的に
も非常に注目されるものであります。そしてこのような
甑実を記戦していない道の調査が，重大な不備．欠陥を

有していることは明らかであり，道の再調査をここに強
く要諦いたします。

2私たちは， これまで，我国のコマクサ自生地に車
道を通したという前例を知りません。

またこの予定地周辺は，道の調査報告書によっても全
道般大のブーキウサギの「分布の集中域」(P.53)にあ
たります。

このような地域に，その必要度も全く人を説得できな
い道路を通すという愚行が，果たして認められるでしよ

うか。この点について，貴殿のご見解を明確にお示し下

さるよう，ここに強く要請いたします。

3道路予定線がある地域は，これらの動植物に象徴

される北海道の原生的自然の宝庫であり，またそれ故に

大雪山国立公園の第1種．第3種特別地域に属します。

私たちは，昨年11月に環境庁長官にあてて，北海道開発

庁が大雪縦貫道路計画を取り下げたと同日（昭和48年10

月19日）に自然環境保全審議会の林修三自然公園部会長

（当時）が，国立公園内の道路建設の許認可について

は， 「社会・経済的にその道路が是非必要で，代替手段

が見出せないときに限る」とした精神は，今回の工事計

画にも当然適用されるべきである，と申し入れました。

そして， 15年間中止されてきた道路を， 48年の林発言以

前に「許認可」があったという理由で工事を認めること

は許されない， と強く反対の意思を表明いたしました。

しかも,今回の工率計画は,当初認可されたルートとは，

そのほぼ60％も違っており， こうして計画が大幅に修正

されたわけですから，環境庁は当然変更された計画を再

審査をすべきであり，その際には，林発言の趣旨が生か

されるべきである，と考えますが，この点について貴殿

はどのように考えられますか，明確なご回答をお願いい

たします。

また，もし林発言の趣旨が今回適用されな↓､というよ

うなことになれば，全国的に重大な問題となることを，

あらかじめ指摘させて頂きます。

ク
し
た
ら
、
私
達
は
何
を
選
択
す
る
だ
ろ
う
か
。
彼
印

ら
を
迎
え
る
だ
け
の
精
神
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
↑
》

は
実
は
、
砂
粒
程
の
、
奇
跡
で
は
な
い
現
実
を
、
考
一

え
て
み
て
い
る
。
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
。
ｌ
Ⅷひ

ｌ
あ
る
年
ア
ラ
ス
カ
か
ら
オ
オ
カ
ミ
が
、
流
氷
に
の
眠

り
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
渡
っ
て
く
る
。
そ
の
後
、
知
床
一

「
文
明
開
化
」
と
い
う
豪
雨
に
よ
っ
て
一
気
に
押
し
や車

流
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
宮

1988年7月14日

一般道道士幌然別湖線

自然環境調査報告書

検討会議委員各位殿

北海道自然保護連合

代表稲田孝治⑳

然別湖の自然を考える会

代表崎野隆一郎⑳

時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
このたび，われわれが道道士幌然別湖線を調査しまし

たところ，既開削部分終点付近でコマクサを発見いたし
ました。

この件につきましては，このたび，環境庁長官と道知
事あてに別紙の要請ならびに質問を発しましたので， こ
こにお知らせ申し上げます。危機に瀕している本道の原
生的自然を守るために,ご健闘を切にお願いいたします。
なお，われわれは，コマクサの自生地に車道を通すな
どということは我国に前例のないことであり，社会常識
にも反すると考えておりますが，貴殿のご所見をうかが
わせていただきたくお願いたします。

参考までに本路線のコマクサ写真および報道新聞記事
を添付させていただきます。

「
知
床
の
動
物
」

大
泰
司
紀
之
・
中
川
元
編
者

知
床
半
島
に
生
息
す
る
脊
椎
動
物
群
集
に
つ
い
て
著

者
グ
ル
ー
プ
が
、
十
年
来
続
け
て
き
た
調
査
の
成
果
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
よ
う
に
〃
知
床
″
を
感

性
で
と
ら
え
た
写
真
集
や
書
物
、
あ
る
い
は
逆
に
学
術

的
な
専
門
書
で
も
な
い
。

一
般
の
人
に
も
十
分
理
解
で
き
る
本
で
あ
る
。
多
少

高
価
で
は
あ
る
が
、
知
床
の
象
な
ら
ず
北
海
道
の
動
物

に
興
味
あ
る
人
に
は
是
非
お
勧
め
し
た
い
一
冊
で
あ

る
。

（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
八
、
八
○
○
円
）

「
北
海
道
の
自
然
」

（
全
五
巻
の
写
真
集
）

①
四
季
の
彩
（
後
藤
昌
美
）
②
聖
誕
（
工
藤
勝
彦
）

③
釧
路
湿
原
（
表
優
臣
）
④
大
雪
の
四
季
（
成
松
岳

人
）
⑤
日
高
山
脈
（
兼
本
延
夫
）

ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
、
北
海
道
の
自
然
を
と

ら
え
た
作
品
集
で
あ
る
。
特
に
⑤
「
日
高
山
脈
」
で
は
、

航
空
写
真
が
多
く
、
日
高
の
山
な
み
が
連
な
っ
て
い
る
。

こ
の
山
肌
に
、
道
路
を
走
ら
せ
た
く
は
な
い
と
い
う
思

い
に
か
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
淡
交
社
各
一
、
六
○
○
円
）

隷
鵜
瓢
灘
総
鍵
難

-11-
-10-
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山
が
大
好
き
、
緑
が
大
好
き
な
Ｏ
Ｌ
で

す
。

札
幌
の
町
中
に
住
ん
で
い
て
、
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
に
人
波
に
も
ま
れ
て
毎
側
を
過

し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、
人
の
い
な
い
ピ

ル
の
な
い
草
花
や
木
々
に
覆
わ
れ
鳥
の
さ

え
ず
り
の
聞
こ
え
る
山
は
、
心
の
や
す
ら

ぎ
の
場
で
す
。

人
倉
が
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
音
っ
て

な
－
に
？
…
川
の
流
れ
る
音
、
木
を
の

よ
ぐ
音
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
そ
う
だ
と
言
い
ま
す
。
自
然
の
破
壊

が
ま
す
ま
す
進
み
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
生
活
、
目
の
前
か
ら
自
然

の
姿
が
私
達
人
間
の
手
に
よ
っ
て
消
さ
れ

て
い
っ
て
い
ま
す
。
守
る
の
も
人
間
な
ら
、

破
壊
す
る
の
も
人
間
″

自
然
を
保
護
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然

と
共
存
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

原
始
的
な
自
然
を
残
す
為
、
貴
重
な
野

生
動
物
等
を
守
る
為
と
わ
ず
か
に
残
さ
れ

た
大
切
な
自
然
を
残
す
為
、
そ
れ
と
同
時

に
、
私
達
が
生
き
て
い
く
為
に
必
要
な
安

ら
ぎ
の
場
と
し
て
の
自
然
を
残
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

の
自
然
林
伐
採
計
画
か
ら
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス

を
守
ろ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
「
シ
マ
リ
ス
と

ミ
ズ
ナ
ラ
の
森
を
見
守
る
会
」
を
結
成
し

た
。
林
野
庁
、
北
見
営
林
局
な
ど
関
係
官

庁
に
保
謹
区
の
設
定
を
訴
え
て
い
く
ほ

か
、
絵
は
が
き
販
売
な
ど
で
、
エ
ゾ
シ
マ

リ
ス
保
護
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す

る
Ｏ

（
６
．
”
北
海
道
）

知
床
伐
採
お
た
か
さ
ん
「
ノ
ー
」
Ｉ
現

地
視
察
、
町
長
ら
と
懇
談

大
雪
山
国
立
公
園
ス
キ
ー
場
東
川
町
は
白

紙
撤
回
を
ｌ
守
る
会
要
求

上
川
管
内
東
川
町
が
大
雪
山
国
立
公
園

内
の
同
町
野
花
南
地
区
に
計
画
し
て
い
る

ス
キ
ー
場
建
設
構
想
を
め
ぐ
り
、
同
町
と

自
然
保
誰
団
体
「
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を

守
る
会
」
（
稲
田
孝
治
代
表
）
と
の
話
し

合
い
が
二
十
二
日
、
同
町
役
場
で
開
か
れ
、

守
る
会
側
は
、
町
に
計
画
の
凍
結
か
白
紙

撤
回
を
求
め
た
。

（
６
．
羽
北
海
道
）

斜
里
の
林
に
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
保
護
区
を
１

１
動
物
学
者
呼
び
か
け

オ
ー
ッ
ク
海
沿
岸
の
自
然
林
で
十
五
年

間
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
の
生
態
観
察
を
続
け
て

い
る
京
都
市
の
女
性
動
物
学
者
ら
が
、
国

’切
り
抜
き

室
戸
・
・
・

一
人
一
人
の
力
は
小
さ
い
。
で
も
、
そ
立
つ
ア
フ
リ
カ
の
相
に
思
わ
ず
嘆
か
れ
た

の
一
つ
一
つ
が
ま
と
ま
っ
て
ど
ん
ど
ん
大
ら
、
現
地
の
青
年
が
、
「
自
分
は
便
利
な

き
な
輪
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
：
。
都
会
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
た
ま
に
訪
ず

私
の
様
に
賛
助
会
員
と
し
て
参
加
さ
れ
れ
る
旅
行
者
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る

て
い
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
と
は
、
貴
女
は
酷
い
」
と
言
わ
れ
た
と
か
。

ま
す
。
全
国
に
ち
ら
ば
っ
て
い
て
お
会
い
以
下
は
私
の
独
断
と
偏
見
の
独
り
言
で

す
る
↑
」
と
も
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
す
。

入
会
さ
れ
た
気
持
ち
は
皆
同
じ
だ
と
思
い
「
先
住
民
族
を
片
ス
ミ
に
追
い
や
つ

ま
す
。
て
、
そ
こ
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
」

今
、
連
合
も
再
建
さ
れ
た
ば
か
り
で
大
い
つ
だ
っ
た
か
テ
レ
ビ
で
あ
る
ア
イ
ヌ

変
な
時
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ま
た
一
番
可
の
方
が
、
昔
ア
イ
ヌ
の
人
達
は
、
一
日

能
性
を
秘
め
て
い
る
時
だ
と
も
恩
い
ま
の
級
を
求
め
て
、
猟
を
す
る
時
、
こ
れ
は

す
。
私
の
分
、
そ
れ
は
狼
の
分
と
、
残
し
て
お

私
も
、
そ
の
中
の
一
員
と
し
て
、
少
し
い
た
も
の
だ
Ｉ
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
私

で
も
何
か
の
型
で
お
手
伝
い
し
て
い
け
た
は
感
動
し
ま
し
た
。
狩
る
者
が
狩
ら
れ
る

ら
と
思
い
ま
す
。
者
、
生
を
認
め
て
い
る
Ｉ
。
余
分
な
殺

（
札
幌
市
丹
野
美
智
子
）
生
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
文
明
は
後
も
ど
り
で

現
在
の
世
の
中
、
価
値
観
の
相
違
と
い
き
な
い
と
言
い
訳
け
し
つ
つ
、
自
然
を
破

う
か
、
〃
豊
か
さ
〃
の
本
当
の
意
味
を
た
壊
し
て
ゆ
き
ま
す
。
一
体
ど
う
な
る
の
で

が
え
て
い
ま
す
ね
。
し
よ
う
か
？
、

北
海
道
の
活
性
化
と
言
っ
て
、
金
銭
で
（
札
幌
市
Ｍ
・
Ｎ
さ
ん
）

購
え
な
い
自
然
を
金
銭
の
た
め
に
失
お
う

と
し
て
い
る
．
：
：
〃
の
、
こ
の
言
葉
は
も
こ
の
声
の
頁
は
、
会
員
の
皆
様
の
、
自

う
耳
に
タ
コ
な
の
で
す
が
、
私
共
都
市
に
然
保
護
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
と
し

住
む
者
は
、
こ
の
言
葉
を
言
い
か
け
て
、
て
、
今
後
お
お
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

言
え
ず
に
呑
み
込
む
想
い
が
す
る
の
で
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
お
気
軽
に
．
ヘ
ン

す
。
を
と
り
事
務
局
に
送
付
し
て
下
さ
い
。

も
う
大
分
以
前
読
ん
だ
増
井
光
子
さ
ん
（
原
則
と
し
て
四
○
○
字
づ
め
原
稿
用
紙

の
著
書
に
、
訪
ね
る
度
、
自
然
破
壊
が
目
二
枚
ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
は
、

山
国
有
林
内
の
ス
キ
ー
場
予
定
地
で
六
月
体
「
然
別
湖
の
自
然
を
考
え
る
会
」
（
崎

に
実
施
し
た
、
動
植
物
調
査
の
結
果
、
国
野
隆
一
郎
会
長
）
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。

の
天
然
記
念
物
の
ク
マ
ゲ
ラ
や
高
山
植
物
道
の
自
然
調
査
報
告
書
で
は
、
コ
マ
ク
サ

の
珍
し
い
大
群
落
が
見
つ
か
っ
た
。
関
係
の
存
在
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ

者
な
ど
か
ら
は
、
ス
キ
ー
場
で
は
な
く
、
て
お
ら
ず
、
同
会
で
は
調
査
の
や
り
直
し

貴
璽
な
自
然
を
生
か
し
た
新
し
い
観
光
開
を
求
め
て
い
く
方
針
。

発
の
方
向
が
望
ま
し
い
ｌ
と
の
声
も
出
て
（
７
．
８
朝
日
）

い
る
。
「
世
界
的
な
植
生
を
破
壊
」
夕
張
岳
の
開

（
７
．
４
北
海
道
）
発
計
画
Ｉ
自
然
保
護
団
体
が
踏
査

千
歳
川
放
水
路
来
年
度
着
工
見
送
り
Ｉ
夕
張
岳
の
ス
キ
ー
場
建
設
に
反
対
す
る

道
開
発
庁
方
針
北
海
道
自
然
保
謹
協
会
（
八
木
健
三
会
長
）

二
十
七
日
、
保
護
か
伐
採
か
を
め
ぐ
る
道
開
発
庁
は
四
日
ま
で
に
、
千
歳
川
放
の
現
地
踏
査
が
十
日
行
わ
れ
、
同
会
員
の

知
床
国
立
公
園
内
の
国
有
伐
採
問
題
で
、
水
路
の
六
十
四
年
度
着
工
を
見
送
る
方
針
ほ
か
札
幌
、
夕
張
の
市
民
ら
二
十
六
人
が

網
走
支
庁
斜
里
町
ウ
ト
ロ
を
現
地
視
察
し
を
決
め
た
。
苫
小
牧
市
や
胆
振
管
内
早
来
参
加
ま
だ
雪
渓
の
残
る
同
山
（
一
六
六
七

た
土
井
た
か
子
社
会
党
委
員
長
は
、
「
伐
町
な
ど
地
元
の
反
対
が
根
強
く
、
道
も
・
八
燭
）
に
登
り
、
同
山
固
有
の
高
山
植

採
に
は
反
対
。
や
め
る
べ
き
で
す
」
と
明
「
地
元
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
」
と
物
の
植
生
や
蛇
紋
岩
地
帯
な
ど
を
調
べ

快
に
言
い
切
っ
た
。
自
ら
も
斜
里
町
が
進
慎
重
な
う
え
、
建
設
前
に
必
要
な
環
境
評
た
。

め
る
「
知
床
一
○
○
平
方
勝
運
動
」
参
加
価
調
査
も
遅
れ
て
い
る
た
め
で
、
当
初
計
（
７
．
ｕ
北
海
道
）

者
と
し
て
「
知
床
で
夢
を
買
っ
た
一
人
と
画
し
て
い
た
六
十
四
年
度
着
工
を
断
念
、
コ
マ
ク
サ
盗
掘
？
消
え
た
Ｉ
士
幌
高
原

し
て
、
伐
採
を
望
ま
な
い
国
民
の
願
い
、
七
十
八
年
度
完
成
の
目
標
は
大
幅
に
ず
れ
道
路
の
予
定
地

夢
の
実
現
に
努
力
は
惜
し
ま
な
い
」
と
の
込
む
見
通
し
と
な
っ
た
。
十
勝
支
庁
士
幌
町
と
然
別
湖
を
結
ぶ
士

決
意
は
、
地
元
「
知
床
自
然
保
護
協
会
」
（
７
．
５
北
海
道
）
幌
高
原
道
路
の
建
設
予
定
ル
ー
ト
上
に
、

（
石
井
政
之
会
長
）
の
会
員
ら
を
力
づ
け
「
コ
マ
ク
サ
あ
っ
た
」
工
事
再
開
へ
動
く
地
元
の
自
然
保
護
団
体
が
発
見
し
た
高
山

た
。
道
道
士
幌
・
然
別
湖
線
植
物
の
コ
マ
ク
サ
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ

（
６
．
記
朝
日
）
工
事
再
開
に
向
け
動
き
出
し
た
十
勝
支
と
が
、
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た
。
現

藻
琴
山
ス
キ
ー
場
予
定
地
ｌ
東
藻
琴
で
庁
士
幌
町
と
然
別
湖
を
結
ぶ
士
幌
高
原
道
場
に
は
靴
跡
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
か

守
る
会
調
査
路
（
道
道
士
幌
・
然
別
湖
線
、
延
長
十
九
ら
、
入
山
者
に
、
盗
掘
さ
れ
た
ら
し
い
。

「
藻
琴
山
の
自
然
を
守
る
会
」
（
渋
谷
談
）
の
路
線
上
に
、
「
高
山
植
物
の
女
王
」
（
７
・
犯
朝
日
）

英
策
会
長
）
が
、
網
走
管
内
東
藻
琴
村
と
と
い
わ
れ
る
コ
マ
ク
サ
が
自
生
し
て
い
る
グ
ル
メ
の
果
て
イ
ル
カ
乱
猿
ｌ
知
床
海

東
急
グ
ル
ー
プ
が
建
設
を
計
画
中
の
藻
琴
こ
と
が
、
こ
の
ほ
ど
地
元
の
自
然
保
護
団
域

こ
の
夏
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
斜
里
沖
の
知

床
海
域
で
三
陸
の
漁
船
が
大
量
の
イ
ル
カ

を
捕
漉
し
た
。
知
床
海
域
は
夏
の
間
、
イ

シ
イ
ル
カ
が
沖
合
二
談
か
ら
十
数
嵌
を
群

れ
を
な
し
て
泳
ぐ
回
遊
の
天
国
。
ウ
ト
ロ

の
一
釣
り
船
業
者
は
「
八
月
に
入
っ
て
か

ら
イ
ル
カ
の
姿
が
急
に
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
時
期
の
イ
ル
カ
は
ほ
ぼ

捕
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
」
と

怒
り
の
口
調
で
訴
え
る
。

（
８
．
旧
北
海
道
）

特
に
指
示
が
な
け
れ
ば
お
名
前
を
明
記
し

ま
す
）

エ
ゾ
シ
カ
調
査
会
の
お
さ
そ
い

キ
ッ
ネ
ハ
ウ
ス
で
は
、
昨
年
か
ら
、

キ
タ
キ
ッ
ネ
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
生
息

調
査
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
目
的
は
生
息
状
況
を
知
る
こ
と

と
、
保
護
策
を
問
題
提
起
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。
こ
の
夏
は
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息

状
況
を
調
じ
て
み
ま
し
た
。
秋
も
ま
た

行
な
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様

の
中
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
左
記
へ
ご
連
絡

お
願
い
し
ま
す
。

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
○
一
一
’
七
四

二
’
三
一
六
一
、
ま
た
は
キ
ッ
ネ
ハ
ウ

ス
○
一
二
三
’
二
九
’
二
四
三
三

一

｜
j

－－－ 三三 一一 一一 巳畢当
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労者山岳連盟事務所）

8月2日 ○日高自然セミブーー打ち合わせ（勤

労者山岳連盟事務所）

8月4日○常務委員会（士幌高原道路．藻琴

山スキー場・連合財政問題）

8月5日～7日 ○日高自然セミナー（静内，

中央横断道路視察，ペテガリ岳登

山）

8月8日 ○日高自然セミナー反省会（勤労者
山岳連盟事務所）

8月11日～12日 ○知床横断道路調査(知床峠）

6月29日～○北海道自然保謹連合事務所，

7月1日 引っ越し

7月5日 ○日高自然セミブーー打ち合わせ（勤

労者111岳連盟鞭務所）

7月7日 ○常務委員会（士幌高原道路・室蘭

岳スキー場・藻琴山スキー場・夕

張岳スキー場・エゾシカ問題につ

いて）

7月9日～10日 ○夕張岳スキー場計画地踏査

会（道自然保謹協会主催）

7月12日○日商自然セミナー開催要項記者会

見（道政記者クラブ）

7月14日 ○「道道士幌・然別湖線建設計画ほ

かについての要請と公開の質問」

を道知或に提出，環境庁長官・検

討会議委員に送付

○同上につし､て記者会見（道政記者

クラブ）

7月25日 ○日高自然セミナー打ち合わせ（勤

賛助会員の拡大にご協力くださいノ
賛助会費未納の方は、お早目に納入くださるようお願い
申し上げます。 振替口座：小樽1－4071

一－－－

○
千
歳
で
は
ゴ
ル
フ
場
が
め
ち
や
く
ち
や
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
追
分
町
で
は
奥
の
方
で
山
を
削
っ
て
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
農
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
農
業

が
今
、
最
悪
の
事
態
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

あ
の
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
山
崩
し
の
現
場
を
見
て
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
も
何
か
気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

「
声
』
の
頁
に
お
便
り
下
さ
い
。

（
百
）

○
今
号
か
ら
広
告
を
取
る
方
針
に
な
り
ま
し
た
。
財
政

難
の
た
め
、
「
北
の
自
然
」
の
印
刷
費
の
一
部
で
も
、

と
い
う
こ
と
で
、
八
月
の
常
務
委
員
会
で
提
案
が
出
さ

れ
た
た
め
で
す
。

○
十
月
か
ら
い
よ
い
よ
北
海
道
初
の
泊
原
子
力
発
電
所

が
稼
動
と
い
う
こ
と
で
、
札
幌
の
街
中
も
あ
わ
た
だ
し

い
空
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
個
人
的
感
覚

的
に
い
や
で
す
ね
原
発
は
。

（
井
山
）

一
九
八
八
年
九
月
五
日

発
行
者
北
海
道
自
然
保
護
連
合

代
表
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田
孝
治

編
集
者
紺
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所
札
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十
条
東
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丁
目
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田
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○
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号
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